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元気と賑わいのある産業づくり 産業振興課

観光の振興

産業振興課

小林　隆浩

施策主管課

施策主管
課長名

B 観光ガイドの回数（増加）（現状値：H30時
点）

万円

A 町内施設宿泊者数（増加）（現状値：H30時
点）

人

件

C 観光消費額（増加）（現状値：H30時点）
16,950

施策評価シート(令和4年度実施施策）

16,155

78

15,305

１．施策の目的

対

象

A 観光関連事業者

B 町民・地域

C 観光客

意

図

A 連携しながら戦略的な観光事業に取り組み成果をあげている

B おもてなしの心が醸成され積極的に観光客に接している

C 多くの人が訪れ、また来たいと思ってくれる

２．成果指標
単位指標名

②

③

①

④

現状値 令和7年度令和6年度令和5年度

３．指標の分析（成果が向上した、またはしなかった理由）

④

①

③

②

４．課題に対する取組（今年度重点的に取り組んだ課題）

５．次年度の方向性（施策の方向性と次年度以降重点的に取り組む課題）

新型コロナウイルス感染症対策による行動制限の緩和により、宿泊者数は令和3年度より増加したが目標値までは届かなかった。
＊施設別宿泊者数：ほっとぴあ新鶴5,344人、せせらぎ公園5,331人、蓋沼森林公園435人、その他1,175人（合計12,285人）
（令和3年度実績値　6,712人を9,879人に修正　内容:せせらぎ公園 [誤]1,819人→[正]4,986人)
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新型コロナウイルス感染症対策による行動制限の緩和により、観光客数が増加したため観光ガイドの依頼回数が増加したが、目標値には届かなかっ
た。

新型コロナ感染症対策による行動制限の緩和により、各種観光イベントが再開したため観光客数と宿泊者数が増加し、令和３年度より観光消費額が増
加したが目標値までは届かなかった。

・新鶴地域において実施してきたワインまつりを全面的に見直し、「会津美里ワインフェス」として開催したところ多くの来場者があったことから、新
たな観光イベントとしてリニューアルすることができた。
・広域連携事業である極上の会津プロジェクト協議会に参加し、面的な観光ＰＲを実施するとともに、インスタグラム「♯会津美里の日々」の充実を
図った。
・福島再生加速化交付金制度を活用し、コーエーテクモゲームスの「信長の野望」とコラボレーションした向羽黒山城跡専用サイトを構築し、山城の魅
力を広く発信できる体制を整えた。
・只見線全線開通記念に併せ、只見線をテーマに「フォトコンテスト」を実施。受賞作品でポスターを作成し配布することで、町内外に広く只見線と町
との関係性をPRすることができた。
・会津美里町を広くＰＲするため、会津美里町観光大使を4名委嘱した。
・新鶴温泉を民間へ譲渡し、周辺施設を活用した観光エリアづくりに着手できる体制を整えた。

・本町の観光振興については、情報発信や観光コンテンツの造成及び販売体制の整備など、地域にお金が落ちる仕組みづくりに繋がる事業の検討が必要
である。また、将来の観光事業のあり方について、イベント等を含めた事業の目的と優先順位を明確にして、改善を図りながら取り組む必要がある。更
に、温泉施設のあり方については、民営化又は新たな利活用を図る際に、観光振興と町民福祉の向上に資することが重要であることから、今後も官民が
連携して取り組む必要がある。

上段：目標値　下段：実績値



６．施策を構成する事務事業（方向性と次年度以降重点的に取り組む主要な事業）

番号 事業通番 事務事業名 令和4年度決算額
(千円)

最終評価結果

コストの方向性成果の方向性 今後の方向性
主要事業

1 ④協働化改善縮小拡充17,253観光施設管理事業4347

2 ①有効性改善拡大拡充12,929観光誘客事業4351 ○

3 ①有効性改善拡大拡充35,273観光対策事業4358 ○

4 ⑦廃止・民営化皆減休廃止96,731温泉施設管理事業4362

5 ⑤現状維持現状維持現状維持3,180観光まちづくり推進事業14393


